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環境省東北地方環境事務所 

〒980-0014 

仙台市青葉区本町３－２－２３ 

   仙台第２合同庁舎 

電話:022 (722) 2870 (代表)  

FAX :022 (722) 2872  

電子メール: REO-TOHOKU@env.go.jp 

（リサイクル、有害廃棄物輸出入関係、地球

温暖化対策、石綿健康被害等に関すること） 

電子メール: TOHOKU@env.go.jp 

（国立公園、エコツーリズム、自然再生、野

生生物、外来生物等に関すること） 

平成 23 年２月１日 
 第 １８   号 

東北地域における環境問題の取組と東北地方環境事務所の活動内容を紹介しています。 

 
みちのく環境だより 

環境省東北地方環境事務所 http://tohoku.env.go. jp  秋田駒ヶ岳 

宮城県東部地方振興事務所

は、平成 22 年 12 月 10 日か

ら、石巻市河北地区の「道の駅

かほく上品の郷」内の農産物直

売所において、環境にやさしい

農法で栽培された地元農産物に

CO2 の削減量を表示して販売す

る、『CO2 削減量「見える化」

事業』を東北では初めて開始し

ました。 

同直売所では、環境保全型農

業を実施しているとして県から

「エコファーマー」の認定を受

けた、石巻市河北地区の生産者

39 名が栽培した農作物を、販売

しています。 

環境保全型農業では、堆肥に

よる土づくりの実施により化学

肥料の使用量を減らした栽培が

行われるため、化学肥料を製造

したり輸送したりする際に発生

する CO2 の量が抑えられると言

われています。 

県東部地方振興事務所はこの

点に着目し、環境保全型農業に

よる栽培を行った場合と通常の

栽培を行った場合の CO2 排出量

を比較して、削減できた CO2 

の量を商品に表示して販売す

る取組を行うことにより、生

産者と消費者の双方が環境へ

の負荷を認識できるようにす

ることを目的に、当事業をモ

デル的に開始しました。 

 具体的には、県東部地方振

興事務所は事前に生産者の化

学肥料使用量を個別に調査

し、品目毎の CO2削減量を算出

した上で、商品表示シールの

作成を行い、道の駅かほく上

品の郷にてこのシールを実際

の商品（農産物）に貼り付け

て販売を行うといった内容で

す。 

商品表示シールには、CO2 削

減量や「生産情報システム」

にアクセスできるＱＲコー

ド、「生産情報検索ＩＤ」が

表示されており、商品を購入

した消費者は、上品の郷ホー

ムページ「生産情報システ

ム」へＱＲコードを使ってア

クセスし、「生産情報検索Ｉ

Ｄ」を入力することにより、

購入した農産物の CO2削減量や 

栽培履歴、CO2排出量の計算方

法などの情報を確認できる仕組

みになっています。 

県東部地方振興事務所では、

当事業をきっかけとして、生産

者と消費者が一体となって地域

ぐるみで環境への意識を向上さ

せていくことが出来れば、とし

ています。 

問い合わせ先 

宮城県東部地方振興事務所 

農業振興部 農業振興班

地 域 の 取 組 紹 介  

～農産物の CO2 削減量 

   「見える化」事業 

(宮城県石巻市） 

商品表示シール 

直売所の陳列状況 
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今年度、本市では総務省の「緑

の分権改革推進事業」を活用し、

本市における新エネルギーの賦存

量等を調査するとともに、その利

活用のための調査、検討を進めて

います。 

この調査の目的は、「本市域に

おける新エネルギーの地域資源を

把握し、その活用を検討すること

により、本市における環境と経済

の好循環を目指す」ことです。 

調査の内容は、次のとおりで

す。 

１ 太陽光発電導入可能性調査 

(1) 降雪地に適した太陽光パネル 

設置条件の調査 

(2) 市有施設における太陽光発電

可能量と事業性評価 

～秋田市における新エネル 
ギーの利活用調査 

（秋田県秋田市） 

協力を戴いた方や一般向けに広報

も行っております。 

今後も、行事結果の評価を行い

つつ、各検討部会との調整を行

い、プログラムの開発や見直しを

行い、参加者に満足していただけ

る様にしていきたいと考えており

ます。 

実証試験は平成 22 年 10 月から

実施していますが、10 月、11 月の

発電状況では、化合物系（CIS）の

傾斜角 45°、60°のパネルで発電

量が高い結果となっています。日

本海側、降雪地である本市は、ど

うしても「太陽光発電には向かな

い」と思われがちですが、今回の

調査でこの先入観を払拭するとと

もに、市民や事業者に適確な情報

を提供したいと考えています。こ

～田野畑村のエコツーリズム

の取り組み 
(岩手県田野畑村） 

 

さっぱ船 

(3) 大規模太陽光発電（メガ

ソーラー）施設建設の可能性 

２ 風力発電導入可能性調査 

３ 小水力発電導入可能性調査 

４ 市民・事業者に対するアン 

ケート調査 

５ 協議会による事業化等の検討 
 

本調査では、降雪地（特に本

市）に適した太陽光発電設備の実

証試験として、次の４種類の太陽

光パネルを用いて、傾斜角も最適

とされる 26.6°以外に 45°、

60°、90°の設定により検証を進

めています。 

陸中海岸国立公園の北部に位置

し、日本一の海岸美を誇る北山崎

に、海岸を一望できる園地や自然

歩道の施設があり、田野畑村に管

理をお願いしております。 

田野畑村では、平成１４年度末

に、通過型観光から体験型を導入

した滞在型観光へ移行を図るた

め、体験村・たのはた推進プラン

を策定（田野畑村観光振興計画）

しました。 

平成１５年度には、「体験村・

たのはた推進協議会」（村を始め

５６の団体個人会員）を設立し、

体験型プログラムの開発及び情報

発信などを行いました。 

平成１７年には、田野畑村の漁

師文化・北山崎の自然体験をコン

セプトに内容の見直しを行い「番

屋エコツーリズム」として新たな

展開を図ってきました。 

その後、村内の多様な団体と住

民参加による公益的な民間団体と

して「ＮＰＯ法人 体験村・たの

はたネットワーク」を新たにス

タートし、現在は各種プログラム

の提供、子ども長期宿泊体験プロ

グラム等自主事業の展開の他、村

からの体験交流基盤整備など各種

事業の受託が事業の中心となって

おります。 

主な年間の行事は、各季節に開

催する番屋まつり、小中学校の海

洋体験学習等への受け入れ、辞職

坂ウオーキング、頑固漁師と子ど

もふれあいキャンプなどであり、

恒例行事として定着しており、行

事の実施結果をかわら版として、 

自 治 体 か ら の 寄 稿  

■太陽電池の設置条件 
試

験

体 

パネルの種類 出力 
傾斜

角 

１ シリコン 

多結晶 
1.56kW  26.6° 

２ 
シリコン 

ハイブリッド 
0.88kW 26.6° 

３ アモルファス

シリコン 
1.08kW 26.6° 

４ 
化合物

（CIS） 
0.85kW 

26.6° 
５ 45° 
６ 60° 
７ 90° 
■調査項目 

○発電量 

○気象条件（日射量、気温、積雪量、 

パネルへの積雪状況） 
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施   設   紹   介 
～裏磐梯ビジターセンター

自然保護官事務

件 名：「COP10・COP16」と明記 

    ①氏名（フリガナ）、 

②住所、③職業、 

④連絡先： 

(メールの場合「ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ｣、 

     FAX の場合は｢ﾌｧｯｸｽ番号｣を 

必ず記載） 

締め切り  ：２月１５日（火） 

申し込み先：「東北地方環境事務所 

COP10・COP16 事務局」 

電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：TOHOKU-COP@env.go.jp 

ＦＡＸ：０２２－７２２－２８７２ 

 

※詳しくは東北地方環境事務所ホー

ムページをご覧下さい。 

 

平成 22 年 10 月に名古屋で開催

された生物多様性条約第 10 回締

約国会議（CBD/COP10)、平成 22

年 11 月～12 月にメキシコ・カン

クンで行われた気候変動枠組条約

第 16 回締約国会議(COP16)につい

て、南川秀樹環境事務次官より結

果を報告するとともに、見上一幸

氏（宮城教育大学理事・副学

長）、長谷川公一氏（東北大学大

学院文学研究科教授）をパネリス

トに迎え対談や会場との意見交換

などを行います。多数のご参加お

待ちしております。 

日 時：平成 23 年 2 月 22 日（火）

18：00～20：00 

会 場：エルパーク仙台６F 

スタジオホール(定員150 人） 

宮城県仙台市青葉区一番町 

４丁目１１番１号 

１４１ビル 

（仙台三越定禅寺通り館） 

参加申し込み方法： 

電子メールまたは FAX 

～生物多様性条約第 10 回締約

国会議(ＣＯＰ10)及び気候

変動枠組条約第 16 回締約国

会議(ＣＯＰ16)全国説明会 
(宮城県仙台市) 

のほか、市有施設への設置や最終

処分場跡地へのメガソーラー設置

の可能性調査も行っています。 

また、本市沿岸は風況に恵ま

れ、民間による風力発電施設の建

設が進んでいますが、地元住民や

景観など、配慮すべき事項が多く

あります。このたび、市域全体を

対象として、風力発電施設設置適

地マップをまとめるとともに、風

力発電施設導入に関するガイドラ

インも整理することとしていま

す。 

小水力発電については、本市で

は上下水道施設を対象に検証を

行っています。太陽光発電、風力

発電については広く知られている

ものの、小水力発電についての認

知度は低く、可能性も不明であっ

たことから、今回の調査において

可能性を調査、整理することとし

ています。 

以上のように、新エネルギーの

調査を進めるとともに、市民・事

業者へのアンケートを実施し、事

業化についても検討を行っていま

す。また、学識経験者やＮＰＯ、

企業からの推薦者などで組織され

る協議会を設置し、より地域に密

着した形で、本市に適した新エネ

ルギーの導入などの検討を行って

います。 

本市では今年度、市総合計画の

基本構想に「環境立市あきたの実

現」を掲げたところであり、本調

査結果を新エネルギーを活用した

地域活性化や市民・事業者・行政

などが一体となった地球温暖化対

策の推進に結びつけて行きたいと

考えています。 

(秋田市環境部環境総務課) 

 

 

太陽光パネルの設置状況 

裏磐梯ビジターセンターは、磐

梯朝日国立公園の裏磐梯地区に、

平成 15 年４月にオープンしまし

た。館内の展示は、磐梯山の火山

活動により形づくられた地形と噴

火により川がせき止められて生ま

れた湖沼群、そこに織りなす多様

な動植物の姿が今もなお変化して

いる様子を、「時間」というテー

マで表現しています。国・県・村 
で構成された協議会による運営の

もと、５名のスタッフにより、裏

磐梯地区のタイムリーな自然情報

を収集し、来館者や地元関係機関

に発信しています。 

また、隣接する五色沼のフィー

ルドを活用した自然観察会を毎週

末に開催しています。 

裏磐梯ビジターセンター 

 

今 月 の ト ピ ッ ク ス  
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月 日  時   間 業 務 予 定 内 容  場  所  等  担 当 課 等  

2.3 
9:30～

15:00 

雪と氷の世界へ

スノーシュー

ウォーク第１弾

※小畳石 

十和田湖は「雪と氷の博物館」と言われてい

ます。子の口～小畳石(往復)をスノーシュー

で歩き、クリスタルな「しぶき氷」と野鳥、動物

の足跡などを観察します。 

子の口駐車場 

    (十和田市) 

十和田自然保護官

事務所 (舟橋) 

2.3 
13:15～

16:30 

Ｈ22 東北地域鳥

獣害防止対策

フォーラム 

野生鳥獣による被害防止対策に関する講演

や取り組み事例を紹介し、鳥獣害対策に資す

る。(主催：東北農政局) 

仙台合同庁舎 

８階講堂 (仙台市) 
野生生物課(多田) 

2.4 
10:00～

12:00 

生物多様性保全

活動推進法に関

する説明会・意

見交換会 

昨年１２月に成立した生物多様性保全活動推

進法についての説明と意見交換会 

フォレスト仙台２階 

第１フォレストホール 

(仙台市) 

野生生物課(大沼) 

2.6 
13:30～

17:00 

ＥＰＯ東北キャラ

バン(宮城) 
川崎の森を育む家づくりねっと講演会 

川崎町山村開発セン

ター(宮城県川崎町) 
環境対策課(白迫) 

2.9 
13:00～

17:00 

南東北地区不法

投棄対策等地方

セミナー 

不法投棄対策担当者の現場対応ノウハウの

蓄積及び現場対応能力の向上を図るための

セミナー 

郡山市ビックアイ「市民

交流プラザ」大会議室 

(郡山市) 

廃棄物・リサイク

ル対策課（前田） 

2.11 
10:00～

14:30 
自然観察会 

スノーシューを履いて鎌倉森中腹のブナ林ま

で登り、ブナ林の様子や動植物たちを観察 

網張の森 

（網張ビジターセン

ター）（雫石町） 

盛岡自然保護官事

務所 (田村) 

2.12 
10:00～

16:00 
野鳥観察会 

鶴岡市の大山上池・下池の野鳥観察小屋「お

うら愛鳥館」を拠点に渡り鳥等を観察 

おうら愛鳥館 

(山形県鶴岡市大山) 

羽黒自然保護官事

務所 (坂本) 

2.12～

2.13 

10:00～ 

13:00～ 

各１時間 

自然観察会 
スノーシューを履いて動植物たちの生き延び

戦略を観察 

網張の森 

（網張ビジターセン

ター）（雫石町） 

盛岡自然保護官事

務所 (田村) 

2.12 
13:00～

16:00 

ESD セミナー「持

続可能な地域づ

くりセミナーｉｎ東

北・福島」 

ＥＳＤ(持続可能な発展のための教育)を広く周

知するために、具体的な取組事例の報告と、

パネルディスカッションを実施。 

西会津町・道の駅 

にしあいづ 

｢よりっせ｣会議室 

（福島県西会津町） 

環境対策課(白迫) 

2.13 
9:20～

12:30 
自然観察会 

裏磐梯地区のレンゲ沼・中瀬沼周辺におい

て、雪原をスノーシューなどで歩く自然観察会 

裏磐梯サイトステーショ

ン（福島県北塩原村） 

裏磐梯自然保護官

事務所 (福地) 

2.19 
9:40～

14:30 
自然観察会 

スノーシューを履いてアカマツ林等で見られる

動植物たちの観察。山頂からは冬の山岳風

景を展望する。 

相の沢登山口～鞍掛

山山頂（相の沢登山

口：駐車場） 

盛岡自然保護官事

務所 (田村) 

ています。どちらも冬ならではの

イベントとなっていますので皆様

のご参加をお待ちしております。

詳しくは http://www.urabandai-

vc.jp/の News をご覧頂くか、お

電話でお問合せください。 

スタッフ一同お待ちしておりま

す。 

（開館案内） 

開館時間  

午前９時～午後５時（４月～11月） 

 午前９時～午後４時（12月～３月） 

 休館日：火曜日・年末年始 

        入館料無料 

 

東北地方環境事務所の業務予定（平成 23 年２月・３月） 

 

～スタッフから一言～ 
 

冬の期間、毎週日祝日にスノー

シューを初めてするという方向け

のガイドツアー「冬の五色沼わく

わく散歩」を、土日祝日には外で

遊ぶにはチョットという方向けの

「冬の館内プログラム」を開催し 
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2.19 
10:00～

14:00 
自然観察会 

スノーシューを履いて冬の後生掛温泉周辺の

火山活動等を観察する。 

後生掛温泉周辺 

(八幡平ビジターセン

ター) 

鹿角自然保護官事

務所 (井手) 

2.20 
8:30～

12:30 
野鳥観察会 

まもなく北へ帰るガン・カモ類等の大集団及び

チュウヒ等猛禽類の観察 

大潟草原鳥獣保護区

及びその周辺(大潟村

博物館前) 

秋田自然保護官事

務所 (畠山) 

2.21 
9:30～

14:00 

スノーシュー

ウォーク第 2 弾

※十和田湖西岸 

十和田湖西岸の銀山から鉛山まで歩き、雪

の造形や動物の足跡などを観察します。 

十和田ビジターセン

ター(十和田市) 

十和田自然保護官

事務所 (舟橋) 

2.22 
18:00～

20:00 

生物多様性と地

球温暖化の国際

交渉の結果とこ

れから 

名古屋で開催された生物多様性条約第１０回

締結国会議(CBD/COP10)、メキシコ・カンクン

で行われた気候変動枠組条約第 16 回締約

国会議(COP16)について、結果報告と有識者

との対談や意見交換などを行う。 

エルパーク仙台 

(仙台市) 
総務課 (三浦) 

2.25 
9:30～

17:00 

第 7 回 ESCO 事

業ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰ

ﾌﾟ 

バイオマスエネルギープラント、ＥＳＣＯ事業

等に係る情報交換及び施設見学 

ＪＲ仙台駅西口集合 

     （仙台市） 
環境対策課(橋本) 

2.26 
9:40～

14:30 
自然観察会 

岩手山麓の広大な牧場の中をスノーシューを

履いて探勝する。展望台からは岩手山ほか

四周の山々等の広大な風景を観賞、観察す

る 

相の沢登山口～春子

谷地展望台（相の沢登

山口：駐車場） 

盛岡自然保護官事

務所 (田村) 

2.26 
13:30～

16:00 

ＥＰＯ東北キャラ

バン(青森) 

「環境活動を進めるために必要なコミュニティ

と協働」 

ねぶたの家 ワ・ラッセ 

(青森県青森市) 
環境対策課(白迫) 

2.26 
10:00～

17:00 

東北地域循環圏

形成のためのス

テークホルダー

会議 

東北地域における地域循環圏形成に関する

議論を行い、克服すべき課題と解決策を明ら

かにするための会議 

トラストシティカンファレ

ンス仙台(仙台市) 

廃棄物・リサイク

ル対策課（田村） 

2.27 
10:00～

14:30 
自然観察会 スノーシューを履いて冬の動植物たちを観察 

休暇村乳頭温泉郷、空

吹湿原周辺 

(秋田県仙北町) 

鹿角自然保護官事

務所 (井手) 

2.27 
10:00～

14:00 

かんじきで動物

の森を遊ぼう 

動物の足跡探しやネイチャーゲームを行い、

冬の鳥海山の自然に触れあいましょう。 

鳥海イヌワシみらい館 

(山形県酒田市) 

酒田市役所等よりバス

送迎あり 

鳥海南麓自然保護

官事務所 (大木) 

3.1 
9:30～

17:00 

食品リサイクル

の登録再生利用

事業者制度の説

明会等 

登録再生利用事業者制度の説明、リサイクル

ループの優良事例紹介、再生利用施設の現

場見学 

イズミティ２１(仙台市) 

㈱ウジエクリーンサー

ビス(宮城県登米市) 

廃棄物・リサイク

ル対策課（古川） 

3.5 
8:30～

15:00 

三ツ石山スキー

ツアー 

スキーを履いて、三ツ石山に登り四周の山々

等の広大な風景を観賞、観察する。 

網張温泉スキーセン

ター前（雫石町） 

盛岡自然保護官事

務所 (田村) 

3.12 
8:30～

15:00 

三ツ石山スキー

ツアー 

スキーを履いて、三ツ石山に登り四周の山々

等の広大な風景を観賞、観察する。 

網張温泉スキーセン

ター前（雫石町） 

盛岡自然保護官事

務所 (田村) 

3.13 
10:00～

14:00 
自然観察会 

スノーシューを履いて冬の動植物たちを観察

する。 

大谷地周辺(八幡平ビ

ジターセンター) 

鹿角自然保護官事

務所 (井手) 

3.19 
8;30～

14:30 
雪上探勝会 

スノーシューを履いて犬倉山から鎌倉森中腹

のブナ林の様子や動植物たちを観察 

網張温泉スキーセン

ター前（雫石町） 

盛岡自然保護官事

務所 (田村) 

3.21 
10:00～

13:00 
自然観察会 

網張の森で早春の新芽や動物の足跡等の様

子を観察 

網張ビジターセンター 

（雫石町） 

盛岡自然保護官事

務所 (田村) 



 

6 ページ みちのく環境だより

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日  時   間 業 務 予 定 内 容  場  所  等  担 当 課 等  

3.27 
8:30～

16:30 

白神山地の早春

を楽しむ 

藤里町水無沼周辺をカンジキやスノーシュー

で散策 

白神山地世界遺産セン

ター(藤里館) 

藤里自然保護官事

務所 (小松) 

※当事務所以外の方からの投稿もお待ちしております。 題字横の写真 ：秋田駒ヶ岳 

（鹿角自然保護官事務所 井手 正博） 

 

ＬＯＶＥＬＹ 

（国指定大潟草原鳥獣保護区 

管理員 加賀谷幸男氏） 

 

誌上写真展 

雪の青池 
（西目屋自然保護官事務所  

アクティブレンジャー 檜垣 育子） 

道） 

冬の乳頭温泉 
（鹿角自然保護官事務所 井手 正博） 

たわむれ 

（国指定大潟草原鳥獣保護区 

管理員 加賀谷幸男氏） 

 

群 翔 

（国指定大潟草原鳥獣保護区 

管理員 加賀谷幸男氏） 

 

黒の舞い 

（国指定大潟草原鳥獣保護区 

管理員 加賀谷幸男氏） 

 


